
令和3（2021）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　京都市桂徳　）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

（4）卓球クラブ 9回 11 136 33 69 16 265 地域の才田さんに来ていただき、卓球
の技術・ルールを学ぶ。初心者・上級
者・ハイレベルコースに分かれる。

今年度は新型コロナの影響で活動がなかなかできな
い状況であった。今後も卓球だけでなく、礼儀やマ
ナーについても身につけていってもらいたい。

（2）かんなの折り紙教室 9回 36 101 13 150 4年生のかんなちゃんが先生となり、
折り紙教室を行う。

かんなちゃんが1年間しっかりとがんばれた1年だっ
た。コロナの影響もあり、活動の回数は少なかった
が、1年生の参加が多く、参加者は楽しんで参加して
いる。次期かんなちゃんの候補者もでてきて今後も
しっかりと活動できるようにしていきたい。
1月には他館とオンラインで取り組みを行う。

（4）写真部 8回 25 21 27 21 94 毎月テーマを設定し、写真を撮影す
る。児童健全育成推進財団「じどうか
ん」冊子の表紙撮影。

財団じどうかん冊子の表紙撮影が主な活動となる。
児童館事業の休業により活動ができない状況の中で
もしっかりと撮影を行う。平日の活動がどうしても
むずかしいので土曜に実施できるよう確率する。男
子の参加で盛り上がった。財団ともZOOMでの交流も
実施した。

（2）工作教室 8回 24 89 2 19 134 季節に合ったもので、実施時間内に作
成できるものを提供する。素材によっ
ては参加費を徴収する。

自由来館も積極的に参加してくれている。季節にあ
わせて、子どもたちの要望も取り入れて作るものを
決めている。凝る子は時間がかかることも見越して
の内容を設定しているが、早めに声をかけていく必
要はあった。次年度は子ども主体で行う予定。

（2）将棋取り組み 6回 37 15 将棋大会へむけて練習を実施する。 館内大会にむけて子どもたちが自主的に取り組み、
練習を重ねる。

（2）将棋クラブ 6回 19 59 59 8 145 毎月日本将棋連盟京都支部の先生に来
ていただき、子どもたちが将棋を楽し
む。

毎月、将棋の練習をかさねて、館内の大会やブロッ
ク大会、京都こども将棋大会にむけて練習を重ね
る。

（2）染物体験 1回 3 16 1 12 11 43 京都市から染物体験に来ていただく。 子どもたちははじめての染物体験にとても興味を持
ち取り組んでいた。色も３色あり、自分の好きなも
陽と色で楽しんでいた。

（2）れみ先生のダンス教室 2回 6 6 2 6 1 21 子どもたちが音楽に合わせて、ダンス
をして楽しむ。

子どもたちが体を動かし、楽しくダンスする。1年生
から6年生までが楽しくできるように工夫する。1時
間半で完結出来るダンス内容で子どもたちができ
たーの達成感を感じる内容にしている。

（2）書道体験（ようこそ
アーティスト）

1回 2 7 1 1 7 6 24 ようこそアーティストの方に来ていた
だく。

体育館で大きな書道に挑戦したり、漢字の成り立ち
等もま学ぶ。

（2）将棋大会 1回 4 2 3 3 12 館内将棋大会。上位3名はブロック大
会へ出場。

子どもたちの日頃の取り組みの成果を発揮する。

（2）けいとくげんきプロ
ジェクト 9 2 74 1 15 7 1 112

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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3年生が企画し、地域の方や低学年が楽しめる内容に
なっている。自分たちがやりたいことを形にし、来
場してくださった方が喜んでもらうと子どもたちも
達成感を感じる。また、やりたいの気持ちも育むこ
とができた。

学童クラブの3年生による児童館事業
企画。子ども主体の取り組み。
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活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

（1）②子育てほっと広場 9回 180 155 335

（1）②さくらんぼ広場 4回 14 14 28

（1）②いちごクラブ 8回 51 47 98

（1）①りんごクラブ 5回 15 5 10 14 44

（1）②ヨガ教室(サーク
ル・教室）

7回 25 26 7 58

（1）②ミュージックケア
（ねんね・よちよち・わい
わい）

24回 125 23 3 117 17 23 308

（２）なかよしっこ 2回 19 19 15 53

（2）子育て講座 4回 26 26 3 55

（2）乳幼児クリスマス会 1回 21 19 40

（2）お父さんとあそぼ 1回 7 1 7 2 17
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参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年

中高生 大人
ボランティア

なかなかメンバーが定着せず夏ごろには保育園入園
などもあり、一度参加者が減ったが、秋ごろから新
しいメンバーの定着がみられた。月齢に幅があり、
内容や遊びのレパートリーが必要。
今年度は出席カードを作成。毎回お名前呼びをして
返すことで顔と名前が一致した。

成　果　と　課　題小４～６年
合計

0歳児の親子の自由参加クラブ。
成長に合わせた手遊びやふれあい遊び、工作な
どを週替わりで行う。

登録制の幼児クラブ。季節の歌や手あそび、体
操、設定あそびを提供し、親子で楽しんでもら
う。お母さんによるグループ活動や、西京警察
署との交通安全教室を年6回実施。

講師に来ていただき、本格的なヨガの指導をし
ていただく。小さいお子さん連れの方も参加可
能としているが、自分の子どもは自身で見てい
ただくようにする。

地域の森田さんに講師として来ていただき、楽
器やバルーン、スカーフなどを使い、親子で音
楽に合わせてふれあいを楽しむプログラムを
行っていただく。

お母さん方に人気の取組みで毎回20組以上の方々が
参加されている中、走る子もいるので、乳児さんの
安全を考慮して、乳児、幼児以上を分けたほうがよ
い。常連の親子が参加しているため、子どもの成長
を感じる。森田さん休みの日、職員が代わりにして
いたが、森田さん休みの場合は中止にする。

今年度17名登録。幼稚園行かれた方もおられたが、
１度も休まなかった親子もおられ、多くの方が毎週
楽しみにしておられた。あそびに入れず図書室で過
ごす子に対しての声かけは必要。お出かけ企画は、
保護者も子どもも喜んでおられた。

内　　　　　　　　　　　　　　　容

遊戯室に滑り台、平均台、ボールプールなどを
出し、遊ぶ場を提供する。

日によって参加者数はいろいろだが、遊びに来れる
場所がある、ということが定着しているように思
う。お友達同士で参加されていても、一組で来られ
た方に声を掛けあったりと母同士のつながりもでき
ている。ほっと広場を知らない方もいるので、広報
が必要。

さくらんぼクラブからの移行もスムーズに行え、夏
休み後からたくさんの親子の参加があった。今年度
は、毎月の取組内容の貼り出しを行い、次のクラブ
を参加者の方が楽しみにしてくれるよう工夫した。
工作は家に持ち帰っていただくものが多かったの
で、掲示板が淋しくなってしまうこともあったの
で、掲示用も作成するなど工夫が必要である。

1歳児の親子の自由参加のクラブ。
季節の歌や手遊び、工作を設定し、親子でのふ
れあいを楽しんでもらう。月末の活動日にてお
誕生日会を実施し、カードを渡す。

お父さんとお母さんが一緒に参加されたご家庭もあ
り、楽しく活動に参加されていた。
お父さん同士でお話されたり、大きい子が小さい子
の遊びを見てあげたり、とお父さんも我が子の成長
を喜ばれていた。お父さんとあそぼ、のことをご存
じない方もおられたので、広報の方法を検討する必
要があると感じた。

メンバーほぼ同じメンバーが参加されている。基本
お母さんが見ていただく約束だが、図書室で幼児さ
んが過ごすこともあった。

異年齢の子どもたちとお母さんが地域の方と楽しく
お話しながら、関わっておられ、絵本の読み聞かせ
や手作りのお土産も毎回楽しみに来館される親子も
たくさんおられました。

民生委員さん主催の乳幼児ひろば。
遊具の開放や、絵本の読み聞かせ、お土産渡し
を行う。

季節の歌や手あそび、お父さんと子どもがふれ
あえるあそびを行う。



（1）②足形アート 9回 76 65 18 159

合　　　　計 559 6 33 0 3 0 509 17 0 68 1195

児童館にて直接受理 健全育成問題 19 児童相談所 1
児童相談所 1 家庭養育問題 5 保健所
保健所 成長･発達問題 子ども支援センター 2

19 子ども支援センター 2 教育問題 幼稚園･保育園
主任児童委員 1 非行･問題行動 小学校
その他 1 その他 中学校

総合支援学校
高校生 その他

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

1回交通安全教室

幼稚園保育園事情 1回
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(4)子育てグループを育成
・支援する活動

(3)子育て家庭相談・援助

保健センターの歯科衛生士さんによる、歯についてのお話会。歯磨きの仕方を教えていただい
たり、歯についての悩み相談を行う。

1回 西京区にある絵本館の花田先生に来ていただき、絵本のある子育てについて、絵本を通じて楽
しく講座を開催していただく。

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

ヨガサークル 17

毎年人気の子育て講座。花田先生のゆるやかな雰囲気が乳
幼児のお母さんの心を和ませる。絵本を使って、やさしく
子育てする仕方など楽しく学べます。

コロナで中止 コロナで中止

1回

0歳の赤ちゃんの様子と遊び方

家庭内で起こる事故予防講座

1回 子育て包括アドバイザーの竹本久美子先生に来ていただき、保育園や幼稚園の入園を控えてい
る親を対象にお話いただき、子育て相談会も行う。

ねんねの困りごと

1回
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(5)子育てと健全育成に
関する啓発活動

件数　計

歯科衛生士さんのお話会

グループ名

離乳食講座
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19

相　談　内　容子どもの年齢

構成人数

－

2

子育て中のママによる自主的活動。
足形アートの取組の企画・準備・運営。

足形アート

件数 受　理　及　び　相　談　経　路

－

中学生

件数 つないだ機関等

小１～３年（学童）

小１～３年（自由来館）

子育て中の母２名による、足形アート教室。
毎月季節の足形アートを行う。

毎月定員の10組を超える申し込みがあり、キャンセ
ル待ちが出るほど人気の講座となった。参加者同
士、参加者と講師の会話も回を重ねる毎に増えた。
身体測定になると泣いてしまう子も多く、場所を変
えるなど講師の工夫も見られた。

ママ同士が交流し合えるよう環境を整え、
スムーズに取組が行えるよう調整する。
児童館の他の取組にもお手伝いいただく。

子育て包括アドバイザーの竹本久美子先生に来ていただき、子どもがグズグズ言う理由はなに
かなどお話いただき、子育て相談会も行う。

乳幼児親子で行う交通安全教室。西京警察の方に来ていただき、わが子を守るために学ぶもの
であることも伝え、行っていただく。

こどもの安全を守るために保護者からお手本となるように
意識してもらえている。パネルシアターや紙芝居も使っ
て、子どもたちも楽しく学べている。

サークルができ2年目を迎え、メンバーも入れ替わり、若
いお母さん方が参加されるようになった。小城先生が参
加者の方々を親しみやすいようお名前で呼んでくださ
り、サークルの雰囲気も和やかで幅広い年代のメンバー
の方々との交流の機会になっている。参加者の方より、
サークルと教室とメンバーが分かれ良かったとの声が
あった。

子育てが一段落した母や、地域の方が所属するヨガのサーク
ル。
月に1回のリフレッシュタイム。

－

成果と課題

件数

サークル日の調整や講師の方との連絡調整
をする。

活　動　内　容 育成・支援内容

3245

毎月定員の10組を超える申し込みがあり、キャンセル待
ちが出るほど人気の講座となった。参加者同士、参加者
と講師の会話も回を重ねる毎に増えた。身体測定になる
と泣いてしまう子も多く、場所を変えるなど講師の工夫
も見られた。
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2回 乳児院積慶園の栄養士さんに来ていただき、離乳食の作り方やコツなどについてお話いただ
き、実際に食べ触感などを感じていただく。

参加者は初めてのお子さん、二人目以降の方など様々でし
たが、実際に離乳職を始めてみて不安があったところが解
消されたというご意見も多かった。時期に応じた硬さの離
乳食の実物をみたり、おやつの試食などを体験できよかっ
た。年に２回開催はちょうどいいと思う。

子どもの歯磨きについて、しっかり磨かせないと！と思っ
ておられる方が多かったが、歯科衛生士さんからこれくら
いでいいと教わりとても安心しておられた。お話が聞けて
よかった、実際にこれくらい磨けていたらよいことを知る
機会となった。参加者増に向けての広報必要。

今回も人気があり、たくさんの方々が参加してくださって
いる。テーマの内容だけでなく、その場に応じて保護者の
方の困りごとについてお話しいただいたり、実体験を交え
てのお話に、共感しながら楽しい講座となりました。

絵本館花田先生子育て講座

1回
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自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

はじめましてお誕生会 4回 7 10 17 新型コロナの影響で実施日が少
ない状況になった。参加が少な
い中、寝返りのことや座らせ
方、離乳食のことなど、皆さん
が不安に思っていることに対し
て話ができ、不安を解消してお
られた。

HSCのお話し会 1 2 7 9 気になる親子へ寄り添う取組。
今年度、コロナ対応をするため
人数制限・2回開催など工夫し寄
り添った取り組みを実施する

中高生 大学生 大　人 合　計
卓球クラブ

ヨガ教室

桂徳小学校 児童館おたよりの配布、小学校行事への参加、グラウンド・体育館の借用
桂徳自治連合会 児童館おたよりの地域回覧、学区のおまつりへの協力
民生児童委員会

学区社会福祉協議会 地域子育て支援ステーション事業
学区防犯委員 防犯教室
みつばち保育園 地域子育て支援ステーション事業、子育て支援

長谷川乳児保育室 地域子育て支援ステーション事業

連携団体
中高生

小４～６年

桂徳子育て連絡会

16 16

民生児童委員会
みつばち保育園

学区社会福祉協議会

西京はぐくみ室
みつばち

久世保育所
桂徳児童館

連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

合　計

0 26

大人
主　　催

41 48

児童館

1年生の登録が多く、やる気もあり、卓球を楽しみにしている姿が見られた。
次年度も技術向上だけでなく、礼儀やマナーについても身につけていってもらいたい。

(3)地域との連携を
　促進する活動

参　加　人　数

0 0

小１～３年

成　　　果　　　と　　　課　　　題

41

連　　携　　団　　体　　等

16

新型コロナの影響もあり、参加人数の制限を行う、

179

活　　動　　人　　数

00

成　　　果　　　と　　　課　　　題

48合　計 0
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児童館の事業にも協力していただくことで、地域で育つ子どもたちの様子を見
ていただくことができた。また、地域の行事に協力することで、地域との関係
も深まった。地域の中にある児童館としての役割を担う一環となった。

成果と課題

0

乳幼児

(1)地域住民との交
　流を促進する活

動

活　　動　　名 実施回数

合　　　　計

活　　動　　内　　容

(2)ボランティア
　　活動の推進

－



桂徳子育て連絡会（地域子育て支援ステーション） 桂徳小学校 会議 年4回基本

みつばち保育園

長谷川乳児保育室

(4)児童館を支える地域 学区民生児童委員会

   組織作り 学区社会福祉協議会

西京こどもはぐくみ室

西京社会福祉協議会

桂中学校

放課後等デイサービスポップコーン2nd

放課後等デイサービスビーフレンズ

久世保育所

図書室の本の貸し出し 桂徳児童館

(5)地域への施設提供

乳幼児保護者調査 利用状況 児童館利用乳幼児保護者 桂徳児童館 アンケート
満足度把握
設備環境
職員対応

学童クラブ保護者調査 利用状況 学童クラブ保護者 桂徳児童館 アンケート
(6)地域調査活動 満足度把握

設備環境
職員対応

学童クラブ児童調査 利用状況 学童クラブ児童 桂徳児童館 アンケート
満足度把握
設備環境
職員対応

自由来館児童調査 利用状況 自由来館児童 桂徳児童館 アンケート
満足度把握
設備環境
職員対応

地域調査 利用状況 児童館利用の地域の方 桂徳児童館 アンケート
満足度把握
設備環境
職員対応

基
　
本
　
活
　
動

推
　
進
　
活
　
動

組織名称

会場提供・備品貸出等

調査名 調査対象

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

成果と課題

調査目的

提供先（団体・機関等）使　用　目　的

利用されているそれぞれの立場の方にアンケートを行う
ことで、児童館に満足されていること、改善が必要なこ
とを実際に利用されている方から知ることができ、児童
館をより良い施設にするための改善点をみつけることに
つながった。自由来館児童や学童クラブ児童でも項目に
より「わからない」の回答がある項目については、今後
もわかりやすく伝えていく必要がある。

調査主体

令和3（2021）年度　　　　　          　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　     　（　京都市桂徳　）児　童　館

絵本・子育て本・児童読み物などの本の貸し
出し業務

成果と課題調査方法

各機関の情報交換

乳幼児親子や小学生など幅広い利用があった。幼児クラ
ブやほっと広場の時の利用が多く、本を借りて帰ること
を楽しみにしている子も多い。小学生の利用は少なめな
ので、借りて帰れることを知らない子も多いのでお知ら
せ等の広報が必要。

新型コロナの影響もあったが③
回開催。各機関の近況の報告
や、情報交換と共有を行う。今
年度、各機関の取り組みなどを
掲載する「ステーションだよ
り」の発行ができていなかった
ので次年度は発行する。今年度
は研修も実施した。

地域子育て支援ステーション事業
の計画、総括について
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児童館だより 毎月1回 ０～１８歳までの児童とその保護者 桂徳小学校での全校配布 次月の予定や、取り組みの説明

地域住民 地域役員への配布 前月の取り組みの様子報告

地域回覧 館内ルール、児童館利用の方法

保健福祉センターでの配布

館内掲示・館外掲示板掲示

ホームページ 随時 インターネットを利用されている方 ホームページに情報を掲載 児童館の紹介や、取り組みの説明

取り組みの様子報告

児童館だよりの掲載

ポスター・チラシ 各事業ごと ０～１８歳までの児童とその保護者 児童館内・掲示板への掲示 児童館事業及び、地域子育て支援ステーション

地域住民 地域回覧 事業の実施のお知らせ

来館者への配布 日時・場所・参加形態・申し込みの有無

地域商店への掲示

西京はぐくみだより 毎月１回 西京はぐくみ室が発行されている西京 次月の乳幼児親子を対象とした取り組みのお知らせ

はぐくみだよりに掲載していただく

幼児クラブだより 毎月１回 登録制幼児クラブの保護者 幼児クラブでの配布 次月の予定や、様子の報告

季節のうた・手あそび

乳幼児向けチラシ 通年 祝ゴミ袋配布時の乳幼児のいる家庭 児童館にて配布 児童館の子育て支援事業・乳幼児広場

初来館の乳幼児の保護者 乳幼児クラブ

ヨガ教室

単発物の取組情報

中高生向けチラシ 通年 中高生 中学校での掲示・配布 中高生に向けた児童館の利用方法、ルール

館内掲示・館外掲示板掲示 中高生の居場所づくりについて

成果と課題
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広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容

祝ゴミ袋券引き換え時、児童館に初めて来られた方に配布
するので、丁寧に説明して来館していただけるようにして
いる。また、乳児クラブの参加にもつながっている。

学童クラブ以外の小学生の行事などの児童館利用も子ども
も保護者もじどうかんだよりをよく見ておられる様子。乳
幼児親子も地域回覧や保健センターの配布、月末の来館児
などには発行されているか確認され、様々な学区より来館
していただいている。

児童館のおたよりや、乳幼児向けの取組を掲載し、地域回
覧などで見ることができない方も児童館の取組を見ていた
だけていたようで、学区外の方も多く利用があった。ス
マートフォンでも閲覧できるので、気軽に見れるのはよ
い。予定を更新はしていたが、取り組み報告ができていな
かったので行った行事への報告は必要。

行事の内容を詳しく見やすくして、手に取りやすいように
なチラシを配布・掲示し参加者を募るようにした。興味の
あるものを手にされて参加されている。各幼児クラブで対
象年齢のものを皆さんに配布し、参加の呼びかけを行っ
た。

保健福祉センターを利用される乳幼児の
保護者

西京保健センター管内の乳幼児向けの行事が1つにまとめ
られており、利用者は毎月楽しみにされている。他学区の
方も多く見ておられ、来館してくださっている。

毎月ごとの予定や、前月の取組の報告、歌など登録されて
いる方が毎月楽しみにしておられた。我が子の写真が載っ
ていると嬉しそうに話されていたので、掲載する登録親子
の偏りがないようにした。

中学生が利用するルールなどを高学年の子がよく見て、自
分が中学生になったときの利用について話をして楽しみに
している様子。


